● ● 自 主 防 災 組 織 細 則
制　　定　●●年●●月●●日

　（名称）

第１条　●●●●●●（以下「自治会」という。）において住民の互助の精神に基づき、防災活動を行うため●●●●●●自主防災会（以下「防災会」という。）を組織する。
　（防災活動計画）

第２条　防災会の組織編制と任務分担、平時の活動内容、有事の際の活動内容など、防災活動に必要な事項を定めるため、防災活動計画を策定するものとする。
２　防災活動計画の策定及び変更については、総会に報告し、承認を得なければならない。
　（組織）

第３条　防災会は、前条の目的を達成するため、次の各班を置く。
　(１)　初期消火班
　(２)　救出救護班
　(３)　避難誘導班
　(４)　情報伝達班
　(５)　給食給水班
　（役員）

第４条　防災会に、次の役員を置く。
　(１)　会　　長　　１名
　(２)　副 会 長　　●名
　(３)　班　　長　　５名
　(４)　防災委員　　●名
　(５)　事 務 局　　●名
　(６)　監　　事　　●名
　（役員の選任）

第５条　役員は、総会において、雫石町消防団員以外の会員の中から選任する。ただし、会計及び監事は、自治会の会計及び監事をもって充てる。
　（役員会）
第６条　防災会に役員会を置き、防災活動の運営上必要があるとき認めるときは、会長が随時招集し、次の協議等を行う。
　(１)　自治会の総会に付すべき事項に関する事項
　(２)　防災活動計画の策定又は改正に関する事項
　(３)　その他防災活動に関する事項
２　役員会は、役員の２分の１以上の出席を要する。
３　役員会の議決は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。
　（防災資機材等）

第７条　自主防災活動のために必要として配備した資機材については、備蓄場所を定め、日頃から適正に管理を行うものとする。
　（補足）
第８条　その他、防災会の活動に関し必要な事項は、防災活動計画並びに防災会の役員会に諮って定めるものとする。
